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急性期病院における Discharge Planning を核とした，
「高齢者・在宅・緩和医療プロフェッショナル養成コース」の概要
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継続的な多職種連携の中での OJT 地域単位での研修 
看取りと認知症への実践的対応 












































るようにしている．また，On the Job Training (OJT）
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年度 急性期研修 在宅医療研修 大学院
１年目 地域Ａ：ローテート研修 週半日 週半日：実践的座学
２年目 地域Ａ：ローテート研修 週半日 週半日：実践的座学
３年目 地域Ｂ：ローテート研修 週半日 週半日：論文作成
４年目 地域Ｂ：ローテート研修 週半日＋短期集中研修 週半日：論文作成
補足
１. 地域医療・へき地医療指向の医師に対しては国保診療所での研修を３年目以降
で提供する．
２. 希望者に対しては３年目以降で，尾道市民病院や岡山市外の関連施設での研修
も行えるようにする．
図３　研修カリキュラムの一例（岡山大学大学院　高齢者・在宅・緩和医療プロフェ
ッショナル養成コース)
